
無断転載禁止

主催　公益財団法人 全国商業高等学校協会

令和 6年度（第 72回）

情 報 処 理 検 定 試 験
〈プログラミング〉
第２級　試 験 問 題

プログラミング 2 級

2025年1月19日実施

受　験　番　号

注　意　事　項

１ ．監督者の指示があるまで，試験問題に手を触れないでください。

２．試験問題は 8ページあります。

３．解答はすべて解答用紙に記入してください。

４．電卓などの計算用具は使用できません。

５．筆記用具などの物品の貸借はできません。

６．問題用紙の回収については監督者の指示にしたがってください。

７．制限時間は５0分です。



【 １】　次の説明文に最も適した答えを解答群から選び，記号で答えなさい。

１．プログラムを翻訳したときにコンパイラから指摘される，プログラムの構文規則に反する記述。
２ ．どのような文字や数字などが書いてあるかを読み取り，テキストデータに変換するソフトウェアやハード
ウェア。

３．第三者が判読できないように，平文をアルゴリズムに沿って，理解不能な文に変換すること。
４ ．小説・音楽・美術などを創作した者が持つ，その創作物を保護することを目的とした権利。作品を創作し
たときに自動的に権利が発生する。

５．動画や音声などのデータやファイルを，ダウンロードしながら再生を行う方法。
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解答群

ア．復号　　　　　 イ．OMR ウ．文法エラー
エ．産業財産権 オ．暗号化 カ．グループウェア
キ．OCR ク．論理エラー ケ．著作権
コ．ストリーミング

【 ２】　次のＡ群の語句に最も関係の深い説明文をＢ群から選び，記号で答えなさい。

　＜Ａ群＞　１．キーロガー　　　　　　　　　２．不正アクセス禁止法　　　　　３．RGB
　　　　　　４．ローカル変数　　　　　　　　５．フリーウェア

　＜Ｂ群＞
ア�．キーボードなどから入力されたデータを記録するソフトウェアやハードウェア。機密情報や個人情報を 
盗むことなどに悪用されることもある。

イ�．コンピュータを利用不能な状態にさせて，もとに戻すことと引き換えに，身代金の支払いを要求する不正
プログラム。

ウ．ライセンスにしたがい，ソースコードの改変や再配布がある程度自由に認められている形態のソフトウェア。
エ�．プリンタに採用されている色の表現方法。色の三原色のシアン，マゼンタ，イエローと，キーとなるブラッ
クを使いさまざまな色を表現できる。

オ．ある特定の範囲内で宣言された変数で，その限定された範囲内でのみ利用できる変数。
カ．他人のユーザIDやパスワードを利用しアクセスすることなどを禁止する法律。
キ�．個人が特定できる情報を取り扱う事業者や団体に対して，個人情報の有用性に配慮しつつ適正な取り扱い
や遵守すべき義務などを定めた法律。

ク．無料で利用できるが，ソースコードの改変などができないソフトウェア。
ケ�．プログラムのどこからでもアクセスすることが可能な変数で，規模が大きいとプログラム上のミスが出や
すい変数。

コ�．ディスプレイ装置などで採用されている色の表現方法。光の三原色の赤，緑，青を組み合わせてさまざま
な色を表現できる。
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【 ３】　次の説明文に最も適した答えをア，イ，ウの中から選び，記号で答えなさい。

１．2進数の 1001 と10進数の 3 との積を表す2進数。

　　　ア．1100 イ．1111 ウ．11011

２ ．標準は非可逆圧縮の画像フォーマットであり，写真のファイルサイズを小さくできるなどの理由で，利用
されることの多いファイル形式。一般的には，ピクセルごとに透明度を指定することができない。

　　　ア．JPEG イ．PNG ウ．GIF

３ ．世界中の国々で利用されているさまざまな文字を，一つのコード体系で表現するために標準化された文字
コード。

　　　ア．ASCIIコード イ．Unicode ウ．JISコード

４ ．新しく作成したプログラムや修正したプログラムが正しく作動し，適正な結果が出力されるか試すこと。

　　　ア．テストラン イ．多要素認証 ウ．翻訳

５．あらかじめ並べ替えされたデータが，指定された並び順になっているかどうかをチェックすること。

　　　ア．トータルチェック イ．シーケンスチェック ウ．ニューメリックチェック
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【 ４】�　プログラムにしたがって処理するとき，⑴～⑸を答えなさい。なお，入力する a の値は 5 以下の正の整数
であり，b の値は正の整数とする。

⑴　a の値が 2，b の値が 36 のとき，㋐の処理を1回目に実行したあとの h の値を答えなさい。
⑵　a の値が 2，b の値が 36 のとき，㋑で3回目に出力される c の値を答えなさい。
⑶　a の値が 3，b の値が 155 のとき，㋑で3回目に出力される b の値を答えなさい。
⑷　a の値が 3，b の値が 155 のとき，㋒の処理を何回実行するか答えなさい。
⑸ 　プログラムの処理について説明した文のうち，正しいものはどれか。ア，イ，ウの中から選び，記号で 
答えなさい。

　　　ア．処理を終了したとき，i の値は必ず 3 の倍数である。
　　　イ．処理を終了したとき，i の値は必ず 5 の倍数である。
　　　ウ．処理を終了したとき，i の値は必ず 10 の倍数である。

　　　＜プログラム＞
Sub Program1()

Dim a As Long
Dim b As Long
Dim c As Long
Dim e As Long
Dim f As Long
Dim g As Long
Dim h As Long
Dim i As Long
a = Val(InputBox("aの値を入力してください"))
b = Val(InputBox("bの値を入力してください"))
c = 0
e = 5
f = a * a
g = f * 2
Do While b > 0

c = c + a
f = c * c
h = f * 10 ㋐
i = h / g
b = b - i
MsgBox (c & "," & b) ㋑
If c >= e Then

e = e + 5 ㋒
End If

Loop
End Sub
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【 5】　流れ図の説明を読んで，流れ図の⑴～⑸にあてはまる答えを解答群から選び，記号で答えなさい。
　　　＜流れ図の説明＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜流れ図＞
　　　処理内容
　　　 　あるクイズ大会のデータを読み，クイズ大会結果をディ

スプレイに表示する。
　　　入力データ

名前
(Na)
×～×

年齢
(Nen)
×××

点数
(Ten)
×××
（第１図）

　　　実行結果

　　　処理条件
　　　１ ．第1図の入力データを読み，第2図のように表示する。

なお，受賞は点数が 200 以上の場合は 優秀賞 を表示
する。

　　　２ ．入力データが終了したら，大会参加者数，80歳以上の
名前，最高齢の年齢を，第2図のように表示する。なお，
80歳以上の名前をすべて表示する。また，同じ年齢が 
あった場合，先に入力されたデータを優先する。

　　　３．データにエラーはないものとする。

(クイズ大会結果)
(名前) (年齢) (点数) (受賞)
鈴木 ☆○ 64 225 優秀賞
～ ～ ～ ～

藤原 ◎☆ 101 75
～ ～ ～ ～

尾田 ◎◎ 48 130
(大会参加者数) 125
(80歳以上の名前) 藤原 ◎☆ ～ 山下 □☆
(最高齢の年齢) 101

（第２図）

解答群
ア．Nen ≧ 80
イ．Ten → Saiko
ウ．Tsasu を表示
エ．Ten ≧ 200
オ．Na，Nen，Ten，Ju を表示
カ．Ten ≦ 200
キ．Na，Nen，Ten を表示
ク．Nen → Saiko
ケ．Nen ＞ 80
コ．Ju を表示

(注) ここでの「＋」は，文字列結合を意味する。

は　じ　め

0 → Tsasu

0 → Saiko

"" → Hna

ループ
データがある間

データを読む

⑵

NO

YES

⑴

"優秀賞" → Ju

Tsasu ＋ 1
→ Tsasu

⑷

"" → Ju

ループ

⑸

Hna を表示

Saiko を表示

お　わ　り

NO

YES

YES

⑶

NONen ＞ Saiko

Hna ＋ Na → Hna (注)
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【 ６】　流れ図の説明を読んで，流れ図の⑴～⑸にあてはまる答えを解答群から選び，記号で答えなさい。
　　　＜流れ図の説明＞
　　　処理内容
　　　　ある配送センターの1日分の配送データを読み，配送一覧と店舗別配送個数集計表をディスプレイに表示する。
　　　入力データ 実行結果

月日
(Thi)
××××

店舗番号
(Tban)
××

商品番号
(Sban)
×××

個数
(Ksu)
×××

配送番号
(Hban)
×

（第１図）

　　　処理条件
　　　１ ．第1図の店舗番号は 1（熊谷店）～20（本庄店）の20種類である。なお，商品番号は 1（マウンテンパーカー）～100（カ

ラーレインブーツ）の100種類であり，配送番号は 1（通常配送）と 2（即日配送）である。
　　　２ ．配列 Tmei に店舗名を，配列 Smei に商品名を，配列 Sju に商品の重量(kg)を記憶する。なお，Tmei の添字は店舗番号

と対応し，Smei と Sju の添字は商品番号と対応している。
　　　　配列

Tmei ０ ⑴ ⑵ ～ ⒆ ⒇
熊谷店 川越店 ～ 行田店 本庄店

Smei ０ ⑴ ⑵ ～ (100)
マウンテンパーカー 防水ジャケット ～ カラーレインブーツ

Sju ０ ⑴ ⑵ ～ (100)
0.3 0.24 ～ 1.4

　　　３．第1図の入力データを読み，次の処理を行う。
　　　　・ 　配送番号が 1 の場合は店舗ごとの個数を配列 Tsu に集計し，配送番号が 2 の場合は店舗ごとの個数を配列 Ssu に集

計する。なお，Tsu(0) と Ssu(0) には合計を求める。また，Tsu と Ssu の添字は店舗番号と対応している。
　　　　配列

Tsu (0) (1) (2) ～ ⒆ ⒇
～

（合計）
Ssu (0) (1) (2) ～ ⒆ ⒇

～
（合計）

　　　　・　1箱の重量の上限を20kgとして箱数を求め，月日から箱数までを第2図のように表示する。
　　　４．入力データが終了したら，次の処理を行う。
　　　　・ 　店舗ごとに配送した個数の合計と比率(%)を次の計算式で求め，店舗名から備考までを第2図のように表示する。なお，

配送がなかった店舗は表示しない。また，備考は比率(%)が 50 以上の場合は ◎ を，25 以上 50 未満の場合は 〇 を表
示する。

　　　　　　店舗ごとに配送した個数の合計 ＝ 店舗ごとの通常配送個数 ＋ 店舗ごとの即日配送個数
　　　　　　比率(%) ＝ 店舗ごとの即日配送個数 × １00 ÷ 店舗ごとに配送した個数の合計
　　　　・ 　合計と合計の比率(%)を次の計算式で求め，通常配送個数の合計から合計の比率(%)までを表示する。
　　　　　　合計 ＝ 通常配送個数の合計 ＋ 即日配送個数の合計
　　　　　　合計の比率(%) ＝ 即日配送個数の合計 × １00 ÷ 合計
　　　　・　◎の割合(%)を次の計算式で求め，表示する。
　　　　　　◎の割合(%) ＝ ◎の件数 × １00 ÷ 配送があった店舗の件数
　　　５．データにエラーはないものとする。

解答群
ア．Tsu(Tban) ＋ Ssu(Tban) → Skei
イ．Tju ＞ 0
ウ．Gken × 100 ÷ Gkei → Wari
エ．Ritu ≧ 25
オ．Tju ＜ 0
カ．Tsu(i) ＋ Ssu(i) → Skei
キ．Ritu ＜ 25
ク．Ssu(0) ＋ Ksu → Ssu(0)
ケ．Ssu(0) ＋ 1 → Ssu(0)
コ．Gken × 100 ÷ Hken → Wari

　　　　　　　　　 (配送一覧)
(月日) (店舗名) (商品名)　　　 (個数) (箱数)
1201 川越店 防水ジャケット　　　 20 1
1201 熊谷店 カラーレインブーツ 16 2
～ ～ 　 ～ ～ ～

(店舗別配送個数集計表)
(店舗名) (通常配送個数) (即日配送個数) (比率(%)) (備考)
熊谷店 255 267 51.1 ◎
川越店 563 　 　 117 17.2
～   ～      ～ ～ ～

本庄店 　522 235 31.0 〇
(合計) 　8,847 3,566 28.7
(◎の割合(%)) 26.3

（第２図）
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＜流れ図＞＜流れ図＞
入　　口

出　　口

配列 Tmei, Smei, Sju に
データを記憶する

配列 Tsu, Ssu を初期化する

0 → Gken

0 → Hken

は　じ　め

ループ1
データがある間

ループ2
⑵ の間

データを読む

Ksu × Sju(Sban） → Tju

0 → Hakosu

Hakosu ＋ 1 → Hakosu

Tsu(Tban） ＋ Ksu → Tsu(Tban）

解答不要 ⑴
Ssu(Tban） ＋ Ksu → Ssu(Tban）

Hban ＝ 1

YES

NO

⑶

ループ1

ループ3
i は 1 から 1 ずつ増やして

i ≦ 20 の間

Thi, Tmei(Tban）,
Smei(Sban）, Ksu, Hakosu

を表示

⑸

Tsu(0） ＋ Ssu(0） → Gkei

Tsu(0）, Ssu(0）, Gritu を表示

Ssu(0） × 100 ÷ Gkei → Gritu

Wari を表示

お　わ　り

Gken ＋ 1 → Gken

Hken ＋ 1 → Hken

Skei ＞ 0

"◎" → Biko "〇" → Biko "" → Biko

Ssu(i） × 100 ÷ Skei → Ritu

解答不要

YES

NO

⑷
YES

NO

Tmei(i）, Tsu(i）, Ssu(i）,
Ritu, Biko を表示

ループ3

NO

YES

初期化処理

Tju － 20 → Tju

ループ2

初期化処理
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【 ７】　流れ図の説明を読んで，流れ図の⑴～⑸にあてはまる答えを解答群から選び，記号で答えなさい。
　　　＜流れ図の説明＞
　　　処理内容
　　　 　あるレンタルサイクル店の1日分の売上データを読み，車種別時間帯別集計と乗車定員別集計をディスプレイに表示する。
　　　入力データ 実行結果

日付
(Hi)
××××

自転車コード
(Jk)
××

時間帯区分
(Ji)
×

クーポン区分
(Ku)
×
(第１図)

　　　処理条件
　　　１ ．第1図の自転車コードは Si（シティ）～Qu（クアッド）の6種類，時間帯区分は 1（午前），2（午後），3（一日）の3種類，

クーポン区分は 0（なし）と 1（あり）の2種類である。
　　　２ ．配列 Jkodo に自転車コードを，配列 Jsya に車種名を，配列 Jtei に乗車定員を，配列 Jmei に乗車定員名を記憶す

る。なお，Jkodo，Jsya，Jtei の添字は対応している。
　　　　配列

Jkodo ０ ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹
Si Sp Ki Oy Ta Qu

Jsya ０ ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹
シティ スポーツ キッズ 親子 タンデム クアッド

Jtei ０ ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹
1 1 1 2 2 4

　　　３．第1図の入力データを読み，次の処理を行う。
　　　　・ 　自転車コードをもとに配列 Jkodo を探索し，貸出金額を求める。なお，半日の貸出金額は，シティからキッズまでは

1,000円，親子からクアッドまでは1,600円であり，一日の貸出金額は，半日の貸出金額の1.5倍とする。また，クーポン
区分が 1 の場合，貸出金額の10％引き，0 の場合，値引きなしとする。

　　　　・ 　配列 Kdai に自転車コードごとの各時間帯区分の貸出数を，配列 Kkin に自転車コードごとの各時間帯区分の貸出金額
を集計し，配列 Gdai に時間帯区分ごとの貸出数合計を，配列 Gkin に時間帯区分ごとの貸出金額合計を求める。なお，
Kdai と Kkin の添字は対応しており，Gdai，Gkin の添字は時間帯区分と対応している。

　　　　配列
Kdai ０ ⑴ ⑵ ⑶ ～ ⒃ ⒄ ⒅

～
Kkin ０ ⑴ ⑵ ⑶ ～ ⒃ ⒄ ⒅

～
(午前) (午後) (一日) ～ (午前) (午後) (一日)

(シティ) (クアッド)
Gdai ０ ⑴ ⑵ ⑶

Gkin ０ ⑴ ⑵ ⑶

(午前) (午後) (一日)
　　　　・配列 Tdai に，乗車定員名ごとの各時間帯区分の貸出数を集計する。
　　　　配列

Tdai ０ ⑴ ⑵ ⑶ ～ ⑺ ⑻ ⑼
～

(午前) (午後) (一日) ～ (午前) (午後) (一日)
(1名) (4名)

　　　４．入力データが終了したら，次の処理を行う。
　　　　・　車種名ごとに，車種名から一日の金額までを第2図のように表示する。
　　　　・　合計を表示する。
　　　　・ 　平均を次の計算式で求め，配列 Hei に記憶し，表示する。なお，Hei の添字は時間帯区分と対応している。
　　　　　　平均 ＝ 時間帯区分ごとの貸出金額合計 ÷ ６
　　　　配列

Hei ０ ⑴ ⑵ ⑶

(午前) (午後) (一日)
　　　　・　乗車定員名から一日計までを表示する。
　　　５．データにエラーはないものとする。

(車種別時間帯別集計)
(車種名) (午前) (午後) (一日)

(台数) (金額) (台数) (金額) (台数) (金額)
シティ 8 7,800 7 6,700 11 15,450
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

クアッド 5 7,840 13 19,680 8 18,480
(合計) 40 48,080 58 75,300 51 93,480
(平均) 8,013 12,550 15,580

(乗車定員別集計)
(乗車定員名) (午前計) (午後計) (一日計)

1名 23 22 26
2名 12 23 17
4名 5 13 8

(第２図)

Jmei ０ ⑴ ⑵ ⑶
1名 2名 4名
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解答群
ア．1600 → Kin
イ．(h ＋ 1)
ウ．(h － 1)
エ．Tdai(Soe2) ＋ 1 → Tdai(Soe2)
オ．Kkin(Soe1) ＋ 1 → Kkin(Soe1)
カ．Gdai(i) ÷ 6 → Hei(i)
キ．3
ク．6
ケ．1000 → Kin
コ．Tdai(Soe2) ＋ Kin → Tdai(Soe2)
サ．Gkin(i) ÷ 3 → Hei(i)
シ．Kkin(Soe1) ＋ Kin → Kkin(Soe1)
ス．18
セ．9
ソ．Gkin(i) ÷ 6 → Hei(i)

＜流れ図＞＜流れ図＞＜流れ図＞＜流れ図＞

配列 Jkodo, Jsya, Jtei,
Jmei にデータを記憶する

配列 Kdai, Kkin, Gdai,
Gkin, Tdai を初期化する

は　じ　め

ループ１
データがある間

ループ２
Jkodo（g） ≠ Jk の間

データを読む

１ → g

g ＋ １ → g

Kin × １.５ → Kin

Kin − Kin × 0.１ → Kin

（g − １） × ３ ＋ Ji → Soe１

Kdai（Soe１） ＋ １ → Kdai（Soe１）

⑵
Gdai（Ji） ＋ １ → Gdai（Ji）

Gkin（Ji） ＋ Kin → Gkin（Ji）

Soe２ × ３ ＋ Ji → Soe２

⑶

⑴ 解答不要

ループ２

ループ１

g ≦ ３

YES

NO

Ji ＝ ３

YES

NO

Ku ＝ １

YES

NO

Ａ

Jtei（g） ÷ ２ → Soe２

ループ３
h は １ から １ ずつ増やして

h ≦ ６ の間

ループ４
i は １ から １ ずつ増やして

i ≦ ３ の間

ループ５
k は １ から １ ずつ増やして

k ≦ ３ の間

Ａ

Wk１ ＋ １ → Wk２

Wk１ ＋ ２ → Wk３

Wk１ ＋ ２ → Wk３

Wk１ ＋ １ → Wk２

（k − １） × ３ ＋ １ → Wk１

Jsya（h）, Kdai（Wk１）,
Kkin（Wk１）, Kdai（Wk２）,
Kkin（Wk２）, Kdai（Wk３）,

Kkin（Wk３） を表示

ループ３

Gdai（１）, Gkin（１）, Gdai（２）,
Gkin（２）, Gdai（３）， Gkin（３）

を表示

ループ４

ループ５

Hei（１）, Hei（２）, Hei（３）
 を表示

Jmei（k）, Tdai（Wk１）,
Tdai（Wk２）, Tdai（Wk３） を表示

お　わ　り

❶ × ❷ ＋ １ → Wk１⑷

※　小数点以下切り捨て

⑸



【 １】 1 2 3 4 5

【 ２】 1 2 3 4 5

試　験　場　校　名 受　験　番　号 得　点　合　計

【 ３】 1 2 3 4 5

【 ６】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

【 ４】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

　　　 　　　回

【 5】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

小
計

小
計

小
計

【 ７】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸❶ ❷

主催　公益財団法人 全国商業高等学校協会

令和 6年度（第 72回）情報処理検定試験プログラミング　第２級
解　答　用　紙

（令和 ７年 １月１9日実施）
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主催　公益財団法人 全国商業高等学校協会

令和 6年度（第 72回）情報処理検定試験プログラミング　第２級
審　査　基　準

（令和 ７年 １月１9日実施）

各 2点
15問

各 3点
15問

各 5点
5問

【 １】 1 2 3 4 5

ウ キ オ ケ コ

【 ２】 1 2 3 4 5

ア カ コ オ ク

【 ３】 1 2 3 4 5

ウ ア イ ア イ

【 ６】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

ク イ カ エ コ

【 ４】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

40 6 85 3　　　回 イ

【 5】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

エ オ ア ク ウ

小
計 25

小
計 45

小
計 30

得　点　合　計

100
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※　複数解答問題は，問ごとにすべてができて正答とする。順不同。

【 ７】 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸❶ ❷

ケ シ エ ウ キ ソ


